
挨拶文作成の際の注意事項

・ひな形に準じた内容に留めていた
だきますようお願いいたします。

・挨拶状に掲載可能な写真はＴＳの
カタログ・チラシで使用している
ものとさせていただきます。

・差出名は必ず 販売者（ＴＳ）と
商品提供者様の連名となります。

《封書》記載例 例
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販売者と
商品提供者様の

連名



《はがき》記載例
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販売者と
商品提供者様の

連名

・ひな形に準じた内容に留めていただき
ますようお願いいたします。

・挨拶状に掲載が可能な写真はＴＳの
カタログ・チラシで使用しているもの
とさせていただきます。

・差出名は必ず販売者（ＴＳ）と
商品提供者様の連名となります。

・特商法により電話番号の記載は
不可となります。

挨拶文作成の際の注意事項



●不当な表示（優良誤認表示又は有利誤認表示）をしていないか
≪景品表示法第5条第1項、第2項関連≫

□「期間限定」「特別価格」「地域限定」「お買い得」等の文言を使用する場合には、当社の通常取引と
異なる条件による取引であることや、市場取引価格よりも有利な条件による取引であること等、客観的
事実に基づいていること。
※記載内容により、上記以外の条件が発生することもあります。

□最上級その他の序列を示す文言（「最高」「最低」「最良」「最大」「第１位」「日本一」等）、
唯一性を示す文言（「当社だけ」「他にはない」等）、又は比較表現（「従来よりも」「どこよりも」
「かつてない」等）を使用する場合には、客観的事実に基づいていること。

□商品・サービスの内容や特徴（産地・原料等含む）について記載する場合には、大げさな表示や誤解を
与える表示になっていないこと、客観的事実に基づいていること。

□他社を誹謗中傷したり、差別（性差別を含む）を助⾧するような表現を使っていないこと。
※「女性でも」「男勝り」「良妻賢母」等の表現は性差別を助⾧するおそれがありますので、
使用は避けてください。

□イメージ画像を活用する場合には、「画像はイメージです」と記載していること。

□基本的には社内の承認が得られた画像（チラシ・カタログに使用が認められた画像）のみ使用可と
させていただきます。（※優良誤認（実際に販売する商品と乖離があるような画像）となる可能性が
あるため）
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●知的財産権等を侵害していないか
□キャラクター画像、物品の写真、住宅地図等の著作物を著作権者の許可なく（又は許可を受けた範囲を
超えて）使用していないこと。

●特定商取引法の通信販売の広告に該当しないか（はがきの場合）
□はがきの場合は特商法の通信販売の広告に該当しないよう留意する必要があり、はがきから商品の購入
が可能な情報（電話番号等）の記載はできません。

・特商法の通信販売規制を受ける広告とは?
販売業者等がその広告に基づき、通信手段により申込みを受ける意思が明らかであり、かつ、消費者
がその表示により購入の申込みをすることができるものであれば、ここにいう「広告」に該当します。

●差出人名について
□差出人は必ず販売者（ＴＳ）と商品提供者の連名となります。
□はがきについては、特商法に抵触する可能性があるため購入可能となる情報（電話番号・商品提供者の
店舗地図等）の記載はできません。※通信販売の広告に該当した場合、購入に関する約款を記載する必要
があります。
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